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当施設では身体機能を定期的に評価するため、３ヵ月ごとに体力測定を実施しています。

体力測定の結果は、他者と比較するものではありません。

日々の生活に必要な筋力・バランス力がどの程度身についているのか把握するために

行います。また日々のリハビリ効果を実感し、意欲が向上することに繋がります。

今回はその内容を紹介します。

握力測定 下肢筋力測定

手の力を測定するため、握力計を使用します。 膝を伸ばす力を測定するため、

専用の圧力計を使用します。

開眼片足立ち Timed up ＆ goテスト
　　　タイムド　　　アップ　　アンド　ゴー

片足立ちができる時間を測定します。 椅子から立ち上がり、3m先の目印を折り返し

専用のセンサーを使用します。 椅子に座るまでの時間を測定します。

10m歩行 利用者様の年齢や体調によっては、

毎回良い記録を出すことが難しい方もおられます。

高齢の方では記録を維持することが重要となります。

体力測定の結果を元に、リハビリの目的や内容など

随時検討していきます。

利用者様の健康維持ができるよう、スタッフ一同

サポートを続けて参ります。

10mの歩行速度と歩数を計測します。


